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１-１．組織の概要

（１） 名称及び代表者名

事業所名 有限会社エンジニアリングウッド

代表取締役 代表取締役　小野澤厚史

（２） 所在地     本社・工場 〒384-2103

住所 長野県佐久市御馬寄1132番地

（３） 環境管理責任者・連絡先

責任者 佐藤照浩

連絡先 　TEL： 0267-58-0182

　FAX： 0267-58-0183

  Home page：www.engineeringwood.com

（４） 事業内容 産業廃棄物収集運搬業及び中間処理業

一般廃棄物収集運搬業及び中間処理業

木材破砕リサイクル業、森林整備（伐採・伐根処理）

木質バイオマス発電燃料販売、農業畜産酪農資材販売

（５） 事業の規模

創　 業　： 平成１５年３月

資本金 ９００万円

敷地面積 ６，５００㎡

従業員 18 名

売上高 （令和４年度）

（６） 事業年度 ３月～２月

収集運搬量 13,861 ｔｏｎ

中間処理量 22,460 ton
　

（7） 認証登録の範囲 　全事業所、全組織
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　E-mail：ewd@engineeringwood.com

35,869万円
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１-２.　許可取得一覧

許可行政 許可種類 許可番号 認可日 有効期限
廃棄物
種類

許可
台数

石綿
含有物
有・無

水銀
含有物
有・無

※事業範囲の産業廃棄物

　①燃え殻②汚泥③廃油④廃酸⑤廃アルカリ⑥廃プラスチック⑦紙くず⑧木くず⑨繊維くず

　⑩動物性残さ⑪動物系固形不要物⑫ゴムくず⑬金属くず⑭ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

　⑮鉱さい⑯がれき類⑰家畜のふん尿⑱家畜の死体⑲ばいじん⑳政令第１３号廃棄物
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川崎市 一般・収集 第0227号 令和5年5月1日 令和7年4月30日
剪定枝及び

廃木材
10台

小諸市 一般・収運 小諸指令第237号 令和2年8月4日 令和6年8月3日
事業系一般
家庭系一般

4台

長野県 建設業 （般-3）第24736号 令和3年6月11日 令和8年6月10日

軽井沢 一般処理業 ２軽環境第201号 令和2年9月1日 令和6年8月31日
一般廃棄物
し尿は除く

5台

佐久市 一般・収運 第3-９号 令和2年8月1日 令和6年7月31日 一般廃棄物 11台

佐久市 一般・処分 第２-２号 令和2年11月1日 令和6年10月31日 木くず

長野県 産廃・収運 2000107210 平成30年10月16日 令和5年10月15日
18種類

⑪、⑳除く
13台 有 有

長野県 産廃・処分 2020107210 平成30年12月5日 令和5年12月4日 木くず

産廃・収運 1900107210 平成29年6月5日 令和9年6月4日
18種類

⑪、⑳除く
15台 有 無

埼玉県 産廃・収運 1100107210 平成29年4月27日 令和9年4月26日
18種類

⑪、⑳除く
15台 無 無

山梨県

神奈川県 産廃・収運 1400107210 平成30年11月30日 令和5年11月27日

19種類
⑳除く

15台 有

新潟県 産廃・収運 1509107210 平成30年8月27日 令和5年8月18日

有

群馬県 産廃・収運 1000107210 平成30年9月9日 令和5年9月8日

13台 無
13種類

④,⑤,⑨,⑪,⑰
⑱,⑳除く

東京都 産廃・収運 1300107210 平成31年1月19日 令和6年1月18日
19種類
⑪除く

13台 有 有

千葉県 産廃・収運 1200107210 平成27年11月27日 令和7年11月26日
18種類

⑱,⑳除く
13台 有 無

茨城県 産廃・収運 00801107210 平成28年1月15日 令和8年1月14日

栃木県 産廃・収運 00900107210 平成27年12月10日 令和7年12月9日

無

無

18種類
⑪,⑳除く

15台

19種類
⑳除く

有 無

15台 有 無

有20種類 15台



環境経営レポート

１-３．　処理プロセスと能力

　　３．1　処理と再利用プロセス

　　３．２　運搬車両及び台数

車両形状 台数

ダンプ 2台

平ボディ １台

コンテナ 6台

スライド 2台

コンテナ 2台

　　３．３　保有設備と処理能力

許可番号

木くずの移動式破砕施設（固定式兼用） 082483

木くずの移動式破砕施設 082496

木くずの移動式破砕施設（固定式兼用） 082516
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27.12t/日

282.4t/日

セミトレーラー

事業の範囲　・・・中間処理(木くず破砕)

処 理 装 置 の 種 類 処理能力

13.5　ｔ/日

車種

４ｔ

５ｔ

１０ｔ

１０ｔ

活動期間：２０１９年３月１日～２０２０年２月２８日

外部処理委託



1 　事業活動において関係する法規制を遵守します。

2 　アイドリングストップ、エコドライブ等を徹底しCO2排出量の低減に取り組みます。

3 　事業活動にて発生する廃棄物の分別を徹底し、100%リサイクルを目指します。

4 　電気・燃料・水の使用量の抑制に取り組み、化石燃料から脱却する。

5 　環境経営方針は全従業員に周知するとともに、定期的な学習、教育を行い、
　環境意識の向上に取り組み、社会に貢献します。

制定日 ２０１９年２月７日
改定日 ２０２０年７月２２日

有限会社エンジニアリングウッド

代表取締役　小野澤厚史

   建築廃材等を原料として木質バイオマス発電施設の燃料として再利用し

     CO2の削減と循環型経済の推進を図り環境保全に貢献していきます。

  (有)エンジニアリングウッドは循環型社会形成推進を基本に廃木材、根株

≪基本方針≫

環 境 経 営 方 針

     私たちの住んでいるいる地球が出来あがったのはおよそ４６億年前。

      青い海と緑の大地、そして大気生命が誕生し進化し続けた地球。

   そこから生まれ、その中に生かされている私たちは

  地球をいつまでも美しく保ち守っていく義務があります。
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３．実施体制
１）組織図 初版：2019年02月07日

※　各業務別のグループを結成、責任者を任命して、改善活動を推進

２）責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源を用意する。

・ 環境経営方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する。

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する。

・ 推進委員会を定期的に開催し、活動内容と問題点の確認と改善を指示する。

・ 法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

・ 環境経営目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する。

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

・ 環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局。

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境経営目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境経営レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ 環境管理責任者の指示のもと、環境経営システムの運用を行う。

・ 方針に基づき、環境経営目標及び活動計画の策定を行い、承認を得る。

・ 是正処置又は予防処置を実施、結果を環境管理責任者に報告する。

・ 関連法規、等及び最新情報の収集と実行、順守確認のまとめ及び管理。

・ 活動の実績結果を収集、環境管理責任者に報告する。

・ 自部門に関連する環境経営目標及び活動計画の実施及び達成状況の報告｡

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。

・ 緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練の実施と記録。

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・ 環境経営方針、環境経営目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の伝達/応急処置と報告
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代表者

小野澤厚史

環境管理責任者

佐藤照浩

輸送事業部破砕事業部

環境事務局

井上隆枝

総務部
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環境目標・取り組みの基本方針

環境経営方針に基づき、以下の数値目標を設定して環境保全活動を推進する。

１）中長期目標

※　2017年 中部電力二酸化炭素調整後排出係数　0.472㎏-CO2/ｋＷｈを使用
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12 環境保全活動　　　　　　　（回） 2 2 2 2

11
業務改善
用紙購入量の削減　　　　（枚）

30,000 29,700 29,400 29,100

10
業務改善
安全配慮の業務推進　　　(件)

事故ゼロの維持

0 0 0 0

95

8 水使用量の削減　　　　　（㎥） 421 416 412 408

9
業務改善
再資源化率の向上　　　　（％)

92 93 94

6,757

6 一般廃棄物の削減　　　　（kg） 185 183 181 179

7 産業廃棄物削減　 　　　　（kg） 7,180 7,108 6,966

16.88

4 軽油使用の削減　　　　  （ℓ） 405,026 400,976 396,925 392,875

5 LPG使用量の削減　　　 （㎏） 17.40 17.2 17.05

27,994

2 電気使用量の削減　　　（ｋwh） 17,005 16,835 16,665 16,494

3 ガソリン使用量の削減   （ℓ） 28,860 28,571 28,283

1,051,036

４．環境経営目標（中長期）

環境目標
2021年度
(基準年)

2022年度
目標

2023年度
目標

2024年度
目標

1
 CO２排出量の削減
　　　　　　　　　　　（Kg-CO2）

1,083,542 1,072,707 1,061,871
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環境目標・取り組みの基本方針

環境経営方針に基づき、以下の数値目標を設定して環境保全活動を推進する。

１）2022年度 目標と実績　　
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11
業務改善
用紙購入量の削減

28,500 28,215

12
環境保全活動
（回）

0 2

8

9
業務改善
再資源化率の向上
（%)

92 93

6

7
産業廃棄物削減
（kg）

7,180 7,108

4

5
LPG使用量の削減
（Kg）

17.4 17.2

38,500 36％増
印刷物リサイクル、集約印
刷が定着してきているの
で、継続して取組む

1 1回
地域の活動は,情報収集・
コミュニケーションの場でも
あるので積極的に参加する

結果 記　事

10

3

93 維持
効率の良い仕事が出来て
いる

ガソリン使用量の削減
（ℓ）

28,860 28,571

1

2

 CO２排出量の削減
  　 （Kg-CO2）

1,083,542 1,072,707 919,625

５．環境目標と実績の推移

環境目標
2021年度
(基準年)

２０２２年度
目　標

２０２２年度
実　績

意識の改善がみられている

電気使用量の削減　（ｋ
wh）

17,005 16,835 20,610 22％増
電気料値上がり、節電行動
が不十分の結果。節電に
取組める仕組みを試案する

14％減

34,045 19％増
無駄走りを抑えた営業予定
を組む

軽油使用の削減
（ℓ）

405,026 400,976 333,686 16％減
無駄走りを抑え配車ルート
の見直しによる効果の現れ

12.9 25％減
冬季水道使用時の意識の
改善がみられる

一般廃棄物の削減
（kg）

185 183 212 15％増
印刷物のリサイクルが定着
している

7,510 5％増
分別徹底が維持できている
継続していく

水使用量の削減
（㎥）

421 416 371 10％減
洗車使用時の見直しによる
効果あり。継続して取組む

業務改善
安全配慮の業務推進(件)

事故ゼロの維持

維持 事故ゼロを維持していく
0 0 0
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６．活動の計画と評価、次年度の取り組み

◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

1電気使用量の削減

・昼休みの節電（消灯） △

・エアコンの温度設定冷房２８度、暖房２０度 〇

・待機電気機器のスイッチ節電 〇

・ブラインド活用による室温調整 〇

・エアー漏れのチェック

２．LPG使用量の削減　(基準年比３%削減）

・夏季の手洗いは水使用 ◎

・使用量、使用料金の把握と掲示 ◎

・洗車頻度の見直し ◎

３．ガソリン使用量の削減（基準年比２％削減）

・社有車の日常点検 ◎

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） 〇

・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗） ◎

４．軽油使用量の削減（基準年比２％削減）

・社有車の日常点検 ◎

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） 〇

・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗） ◎

５．一般廃棄物の削減（基準年比２％削減）

・分別と再生利用の促進 ◎

・ゴミ箱周辺の見回りチェック ◎

・印刷物のリサイクル（用紙の裏面使用等）

6.産業廃棄物の削減(基準年比２％削減）

・受入時分別徹底の注意喚起 ◎

・種別ごとの分別徹底 ◎

・目視確認の徹底 ◎

７．水使用量削減 （基準年比１％削減）

・節水ラベル貼付 ◎

・洗車頻度の見直し ◎

８.地域貢献、５Ｓ活動の推進

・身の回り/職場の整理・整頓（３カ月毎） ◎

・周辺道路の管理(清掃/除雪、等） ◎

・用紙購入量削減 ◎

９.再資源化率の向上

・受入・荷降ろし・破砕時の目視分別の徹底 ◎

１０.安全配慮の業務推進

・安全衛生教育の実施 △

11．環境保全活動の推進

・環境美化ボランティア活動　 ◎
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次年度の取り組み

地域とのコミュニケーションを積極的とるよう努める

活 動 計 画

原状の取組を維持しつつ、仕事のミスを減らすよう
努める

印刷物リサイクル、集約印刷を継続しつつ電子化に
移行できるよう検討できるものは移行していく

原状の取組を維持しつつ、受入時の周知徹底を強
化し効率の良い仕事が行えるようにする

原状を維持してください

各部門毎、安全衛生教育の実施を定期的に行うよう
にする

廃
棄
物
削
減

無駄走りのないよう営業計画を意識する。
エアコンの使用をこまめに確認

走行ルートの確認を怠らず行う
エコドライブ運転の継続

社
会
貢
献

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

用
水

業
務
改
善

ラベル変更をし視界からの意識の慣れを回避する
洗車頻度の見直しは随時行う

原状を維持してください

昼休みの節電（事務所）、無人部屋（休憩所）の消
灯、意識する
エアコン等の使用はタイマー機能を活用しOFF忘れ
を防止する
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

当社の業務で適用される義務規定（一部それ以外を含む）の主な環境関連法規等とその内容

を把握して、遵守状況の確認を行った。

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等 判定

契約書 ・ 許可書 〇

（電子）マニフェスト 〇

騒音防止法 破砕機　３台 届出書 〇

振動規制法 破砕機　３台 届出書 〇

消防法（危険物） 灯油の防油提、シンナーの管理 現地点検記録 〇

水質汚濁防止法 浄化槽の点検、清掃 点検表 〇

労働安全衛生法 使用化学物質のSDS入手と掲示 SDS表示 〇

計量法 トラックスケールの定期検査（2年毎） 検査証 〇

浄化槽法 浄化槽設置届出・定期検査 届出書 〇

廃棄物の適正な処理の確保
に関する条例

マニフェスト発行報告　6月30日まで 届出書 〇

(２) 違反及び訴訟の有無

上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守していることを

管理責任者が2023年８月１７日に確認しました。

また、過去3 年間、関係各機関から特に指摘・指導は無く、訴訟もありませんでした。

８．代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年度のエコアクション21への取組はCO2排出量を14％削減することができました。

当社におけるCO2排出量の大部分は軽油に続きガソリンと車両燃料が占めているため仕事量の増加に

伴い目標達成に取組む際、部門毎更なる効率的かつ計画的な配車管理が必要となります。

又、活動計画の見直しや取組内容の追加を検討し、結果の変化を期待したいです。

廃棄物の削減に関して更に分別の細分を行いリサイクルに取組んでください。

緊急事態時の訓練については今回、手順書の見直しがあったようですので次年度に実行に移してください。

一人ずつ些細な事でも意識し互いに高めあいながら次年度も法規制を遵守し社会に貢献していきましょう。

-  ９/１０　-

注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（―：判断なし）　

廃棄物処理法
一般廃棄物、産業廃棄物（金属くず、
廃プラ、廃油等）の適正処理
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８．活動事例紹介

美化活動

社有車日常点検

業務改善
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